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第1章 LATEXの基礎

1.1 LATEXでの約束事

前回のゼミで，LATEX環境をインストールする手順を説明しました.今回は実際に LATEXの文章を書くために必要と
なる知識と，LATEXによる文書作成の基本的な手順について説明します.前回の課題で使用されていた命令については
本章で解説しています.

1.1.1 ファイル名

LATEXに限らず，TEXでは，原稿ファイルの拡張子を”.tex”にするという約束があります.実際は”.tex”以外でも別
にかまわないのですが，あえて約束違反をする必要もないでしょうし，ファイルの種類がわかりやすいこともありま

すので，必ず”.tex”にして下さい.

1.1.2 最低限のルール

1. TEXや LATEXの組版命令は，原則として”Y= ”で始まり，原則として半角空白で終わる.

TEXや LATEXの組版命令はそのほとんどが”Y= ”で始まります.組版命令に続く文字が，全角の空白や句読点，全
角及び半角の括弧や記号 (@など).半角の数字，TEXや LATEXの命令であれば，半角の空白は必要ありません.

2. 半角の空白はいくつ続いても 1つとみなされる.
”Y= TeX ”と書いた場合も”Y= TeX ”と書いた場合も出力上は同じ結果となります.なお，改行直後
(行頭)の半角空白は無視されます.

3. 全角文字の直後で改行すると改行は無視され，半角文字の直後で改行すると改行は空白とみなされる.また，2

つ以上続いた改行 (改行コードのみの行)は，段落の切れ目として扱われる.
「空白」のところで詳しく説明します.

4. 半角の記号文字の中には，そのまま入力しても出力できない特殊な文字がある.次の半角記号は，TEXや LATEX
ではそのまま入力しても出力できません.
# ，$ ，% ，& ， ，{ ，} ，< ，> ，\ ，| ，^ ，~

これらの記号を出力する一番手軽な方法は，全角文字を使用することです.全角文字は TEXの内部で特殊な意味
を持っていませんので，自由に使用することができます.

5. 半角のカタカナは使用できない
TEXや LATEXでは半角のカタカナを入力してもエラーにはなりませんが，それを出力できる DVIドライバがあ
りません.

6. ”% ”以降は，改行コードを含めてコメントとみなされる.

行中の”% ”記号以下は改行コードも含めてコメントとして扱われます.このため，実際の原稿ファイルでは改行
しているのに，改行していないのと同様に処理したい場合などには”% ”記号を利用して改行を行います.

7. LATEXの原稿には，必ず記述しなければいけない命令がある
LATEXの原稿には，Y=documentclass， Y=begindocument， Y=enddocumentという命令が記述されていなければ
なりません.

1.1.3 LATEXの原稿の中身

簡単な原稿を例にとって，LATEX原稿の中身について説明します.次のような原稿ファイルがあるとします.これは
Hello，TEXと表示する簡単な原稿です.
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Y=documentclass[a4paper]{jarticle}
Y=begin{document}
Hello， Y=TeX
Y=end{document}

1. Y=documentclass[a4paper]{jarticle}
Y=記号で始まっているので，TEXや LATEXの命令だとわかります.今のところ，これは LATEXで文書を作成する
場合の「おまじない」だと思っていただいて差し支えありません.この行の意味を簡単に言うと，これから記述
する文章の種類と文書の書式を LATEXに指定しています.”[a4paper]”は [A4版の用紙に組版せよ」ということで
す.”{jarticle}”は日本語が使用されるかもしれない比較的短い文章ですから，当然出来上がった文書には出力さ
れません.

2. Y=begin{document}
「ここから本文が始まるよ」という意味です.

3. Hello， Y=TeX
実際にプレビューしたときにはこの行に似た一文が表示されます.Y=TeXと書かれているものが TEXと出力され
ます.

4. Y=end{document}
「ここで本文は終わりですよ」という意味です.

LATEXの文書では 2行目と 4行目の 2つのコマンドで 1組になっており，この間に本文を書くという決まりがあ
ります.

1.2 環境と命令

LATEXの最大の特徴は，論理デザインが可能であるということです．論理デザインでは，中央揃えであるとか，段
落であるとか，箇条書きであるとか，表であるといった，文章の論理的な構成を，本文とは別にソースの中に書き加

えなくてはなりませんが，それによって，視覚的なデザインを意識せずに文書を作成することができるのです．

LATEXの場合，文章の論理的な構成は「環境」と呼ばれるマクロ命令を通して TEXに伝えられます．もっとも代表
的なものは，本文の始まりと終わりを宣言するための document環境があります．この環境は，この２つで囲まれた
範囲が，本文であるということを示しています．

環境は，

￥begin（環境名）
￥end（環境名）

という書式で記述し，beginと endで挟まれた部分がその環境になります．このほかにも，中央揃えにする center
環境や，図版を張り込むための figure環境などが用意されています．

LATEXでは環境の他にも命令と呼ばれるものが用意されています．節を定義する￥section命令などがそれにあたり
ます．命令は，

￥命令｛（引数）｝

という書式で記述します．￥sectionはじめにという命令の場合，sectionという命令に「はじめに」が引数として渡
されることで，「はじめに」という節があるということを宣言します．

1.3 空白・改行・段落

TEXでは，たいていの場合において，単語間の空白や段落の最初の空白を自動的に空けてくれます.ここでは TEX
が自動的にあけてくれる空白の規則について説明します.
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1.3.1 自然な空白

英文の場合

TEXでは英文の単語や文の区切りで自動的に適量の空白を空けるようになっています.このとき単語の区切りとしての
空白より，文の区切りとしての空白のほうが幅広く確保されます.文の区切りでは，ピリオドを検知し，ある処理 (詳
しくは参考文献を参照)を行って余分な空白が空けられます.しかし，この規則では”Dr.Knuth”は，間違って文の区切
りとして扱われてしまいます.
また，先に述べましたように，TEXや LATEXの命令のあとには，原則的に命令の終わりを示すために半角の空白を挿
入しておかなければなりません．したがって，TEXや LATEXの命令の直後に半角空白をあけても，単語間の自然な空
白は空きません．たとえば，”￥TeX for Windows”と記述した場合の出力は，”TEXfor Windows”となってしまいま
す．このような場合，TEXに半角空白以外の方法で命令の終端を認識させるか，すでに述べた単語間の空白を空ける
命令を使用して対処します．具体的には，次の５つの方法で対処することができます．

1. ￥TeX￥ for Windows

2. ￥TeX for Windows

3. ￥TeX￥@for Windows

4. ￥TeX for Windows

5. ￥TeX for Windows

和文の場合

和文のみの文書，あるいは英文と和文が混在している場合には，空間規則が若干変化します．

￥documentclass[a4paper]{jarticle}
￥begindocument
コンピュータ社会で技術的な貢献をした人には ACM
Turing賞が贈られます．特に，コンピュータ中心
分野に，著しい影響を及ぼすような貢献が対象とされています．

￥end{document}
この文章を TEXで処理すると，次のように出力されます．

コンピュータ社会で技術的な貢献をした人には ACM Turing賞が贈られます．特に，コンピュータ中心分野に，著
しい影響を及ぼすような貢献が対象とされています．

まず，３行目末～４行目のACM Turing賞の部分と，４行目末～５行目の中心分野に相当する部分に注目してく

ださい．行末が半角文字の場合には，改行が単語間の空白として処理されます．これに対して，行末が全角文字の場

合には，特に何の処理もされません．

1.3.2 段落の区切り

TEXは，連続する改行記号を段落の区切りとします．簡単に言えば，何も記述されていない改行記号だけの行があ
れば，それを段落の区切りとみなします．段落の始まりでは，TEXが自動的に英文の場合には適当な分量だけ，和文
の場合には全角一文字分の字下げをしてくれます．また，ワープロの場合と異なり，改行コードだけの行を続けても，

縦方向の空白を空けることはできません．縦方向の空白を空ける場合にはそのための命令を使用します．(空白を空け
る命令については,2.3.2節を参照してください.)

1.3.3 書いたまま出力する方法

先に述べました通り，次に示す文字は，TEXや LATEXで特別な役割を果たしますので，原稿中にそのまま出力する
ことはできません．

# ，$ ，% ，& ， ，{ ，} ，< ，> ，\ ，| ，^ ，~

したがって，”(^-^)”と書くとエラーになります．これらの特殊文字を出力する最も簡単な方法は”￥verb”という命
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令を使用することです．

￥verb｜(^-^)｜

この命令は，引数の始まりと終わりに同じ区切り記号を（上の場合は｜）を指定することで，区切り記号の間に記述

された原稿をタイプライタ文書でそのまま出力する働きを持っています．区切り記号の間に記述する文字列は基本的

にどのようなものでもかまいませんが，両端の区切り記号と同じ文字だけは使用できません．また，*記号を両端の区
切り文字として使用することもできません．これは，Yverb* という別の命令があるからです．
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第2章 基本的な文書の編集

2.1 文字の修飾

文章を書くときに必要になってくる文字の修飾方法は LATEXにも当然あります．ここでは，書体や文字サイズの変
更方法について簡単にお話します．

2.1.1 文字サイズの変更

文字の大きさを変えるには，通常は次の 10種類の命令を使用します．出力した文字の右側に，その出力方法を記述
しておきます

sample {\tiny sample}

sample {\scriptsize sample}

sample {\footnotesize sample}

sample {\small sample}

sample {\normalsize sample}

sample {\large sample}

sample {\Large sample}

sample {\LARGE sample}

sample {\huge sample}

sample {\Huge sample}

2.1.2 書体の変更

書体の変更方法は以下の通りです．

sample{\textbf{sample}}

sample{\rmfamily sample}

sample{\sffamily sample}

sample{\ttfamily sample}

sample{\mdseries sample}

sample{\bfseries sample}

sample{\upshape sample}

sample{\itshape sample}

sample{\slshape sample}

sample{\scshape sample}
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2.2 見出し

見出しは，文章のまとまりを階層的に表現するという点で，LATEXにおいては非常に重要な役割を果たします．LATEX
では，見出しの始まりを次の命令で認識します．上にある命令ほど大きな文章単位です．

\section{title} 　　　　 　節

\subsection{title} 　　　　 　項 (小節)
\subsubsection{title} 　 　目 (少々節)
\paragraph{title} 　　　 　段落

\subparagraph{title} 　 　小段落

これらの命令には，引数としてそれぞれの見出しのタイトルを指定します．これらの命令を使用すると，LATEXは
クラスファイルに定義されている通り，番号付けや見出しの大きさなどを自動的に決定します．

この他にも\part{title}(部)や\chapter{title}(章)といった見出しもありますが，これは jarticleクラスでは
使用できません．

2.3 改ページと空白の開け方

2.3.1 改ページ

改ページは，通常 LATEXが自動的に位置を決めて行います．しかし，ユーザが自ら指定することも可能です．次に
改ページに関するコマンドをいくつか記します．

\newpage 強制的に改ページしたい場合には，その場所で\newpage命令を使用

します．二段組みをしている場合で，現在左の段であれば，\newpage

命令によって右側の段に移動します．

\clearpage 強制的に改ページしたい場合には，その場所で\clearpage 命令を

使用します．\newpage 命令との違いは，\clearpage 命令の使用時

に配置が決定されていない図表があれば，それらを全て出力してか

ら改ページされることです．また，2段組であるか無いかに関わら
ず，常に新しいページを起こします．

\cleardoublepage 次のページが右ページから始まるように，必要に応じて白紙のページ

を挿入して改ページしたい場合には，その場所で\cleardoublepage

を使用します．

2.3.2 空白の開け方

先ほど説明しましたように，TEXでは空白がいくつ続いても 1つの空白とみなされます．1つ以上の空白を空ける
には，次の命令を使用します．

\vspace{height}

\hspace{weight}

\vspace{height}命令は”height”に記述された値だけ行間を空け，\hspace{weight}命令は”weight”に記述された
値だけ文字と文字との間隔をあけます．

\vspace{10mm}

この命令によって，

というように，行間を設定することが可能です．

\hspace{30mm}という命令では， というように文字と文字の間隔を設定することができます．
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また，段落間に適当な大きさの空白をあけたい場合には，次のような命令を使用します．

\smallskip は小さな空白を作ります．

\medskip は中くらいの空白を作ります．

\bigskip は大きな空白を作ります．

このように，段落間の改行を操作することができます．

2.4 注釈

脚注を使用したい場合には，\footnote{・・・・} 命令を使用します．\footnote 命令を使用すると LATEXは組版時
に自動的に番号を付け，引数に指定された文字列をページの下部に脚注として出力します．1また，脚注でなく，本文

の隣に傍注を出力することもできます．傍注を出力したい場合には，\footnote 命令の変わりに，\marginpar 命令

を使用します．この時，傍注欄の横幅を指定することもできます．

2.5 文字の位置

LATEXでもワープロソフトと同じように文字の中央寄せ，左寄せ，右寄せを指定することが可能です．それぞれ center
環境，flushleft環境，flushright環境となります．

center環境

上記のように出力するソースを以下に書いておきます.

\begin{center}

center環境

\end{center}

flushleft,flushrightも同様の使用方法ですが,ソースを書いておきます.

flushleft環境

\begin{flushleft}

flushleft環境

\end{flushleft}

flushright環境

\begin{flushright}

flushleft環境

\end{flushright}

1注釈はこのように出力されます．
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第3章 画像の貼り付け

この節では，画像の貼り付け方の形式的な方法をだけを解説します．なぜそうするのかといった理由などは次回の TEX
ゼミで行いますのでご了承ください．

3.1 EPSファイルとして画像を保存

先ほど述べたようになぜそうするのかの理由は省きますが，画像を保存するときは EPSファイルに変換しなければ
なりません．ここではその方法を解説します．

3.1.1 EPSファイルでの保存

BMP の画像を EPSファイルとして保存する方法はいくつかのソフトで実行可能ですが，ここでは Adobe 社の
Illustrator8.0Jを例にとって解説していきます．まず Illustratorを起動すると，図 3.1のような画面になるので適当な
画像を貼り付けます．

Fig. 3.1 イラストレーターの起動

ただし中央の枠からはみ出すと TEXに取り込んだときに画像が切れてしまうので，貼り付けた画像がはみ出さな
いように調整してください．（図 3.2）．それでは，この調整した画像を EPSファイルとして保存します．まず，「 　メ

ニュー 　」の「 　ファイル 　」から「 　別名で保存 　」を選んでください．（図 3.3）すると，図 3.4のような画面が表示
されます．ここではファイルの種類が「 　Illustrator 　」でファイル名の部分の拡張子が「 　.ai 　」となっているは
ずですので，ファイルの種類から「 　Illustrator EPS 　」を選んでください．ファイルの拡張子が「 　.eps 　」にな
るので（図 3.5），ここで保存ボタンを押してください．次は EPSの形式の設定を行います．先ほどの保存ボタンを押
すと図 3.6のような画面が表示されますので，プレビューの部分のなし，オプションのフォントデータを含むにチェッ
クを入れ，オプションのサムネールを作成の部分のチェックをはずしてく「 　OK 　」を押してください．また最後

に図 3.8のような画面が表示されますが，気にせず「 　続行 　」を押してください．これで EPSファイルとして画像
を保存する方法は終わりです．また Illustratorを用いて描いた画像も EPSファイルとして保存することも可能です．

3.1.2 TEXに EPSファイルを取り込む方法

ここでは TEXの文書に EPS形式の図を挿入する方法を解説します．TEXに図を挿入するには graphicsまたはそれ
を拡張した graphicxというパッケージを使います．graphicxの方が graphicsより高性能であり，dvioutとも相性が
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Fig. 3.2 画像調整

Fig. 3.3 画像の保存その１

Fig. 3.4
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Fig. 3.5 画像の保存その 3

Fig. 3.6 EPSの設定前

Fig. 3.7 EPSの設定後

Fig. 3.8 注意
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よいので以下では graphicxを使います．まず，LATEXのプリアンブルに

\usepackage[dviout]{graphicx}

を書いておきます．そして，図 EPS.epsを入れたいところに

\includegraphics[width=7.5cm,clip]{EPS.eps}

のように書いておきます．これは図 EPS.epsを幅が７．５ cmになるように拡大縮小してその場所に出力することを
意味します．また

\includegraphics[width=7.5cm,clip]{EPS.eps}

のように高さを指定することもできます．あるいは

\includegraphics[width=7.5cm,clip]{EPS.eps}

のようにすると，縦横比（aspect ratio)を保ったまま，７、５ cm＊５ cmの長方形に収まるように拡大・縮小します．

\includegraphics

で出力される図形は１つの文字のように扱われます．通常,論文などを書く場合には

\begin{figure}[htbp]

\begin{center}

\includegraphics[width=7.5cm,clip]{EPS.eps}

\caption{図の解説をここに書く}

\label{図の参照名をここに書く}

\end{center}

\end{figure}

のように center環境に入れ、さらに必要なら figure環境に入れて

\caption

でキャプションをつけたり

\label

で参照名をつけてください．また文章中に図の引用を用いたいときには

\label

で用いた参照名を

\ref{ここに参照名を書く}

とすると図を引用することができます．
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Fig. 3.9 適当な図

3.2 課題２

適当な図を貼り付けてください．

図 3.9のように適当な図を貼り付けてください．また以下にここでのプログラムを載せておきます．

\documentclass[a4paper,10pt]{jarticle}

\usepackage[dviout]{graphicx}

\pagestyle{plain}

%%%%%% TEXT START %%%%%%

\begin{document}

\chapter{課題２}

適当な図を貼り付けてください．

\begin{figure}[htbp]

\begin{center}

\includegraphics[width=7.5cm,clip]{kadai.eps}

\caption{適当な図}

\label{kadai}

\end{center}

\end{figure}

図\ref{kadai}のように適当な図を貼り付けてください．また以下にここでのプログラムを載せておきます．

\end{document}
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